
眺
望
に
優
れ
た
魅
力
の
あ
る

住
宅
団
地
が
次
々
と
誕
生

　

市
制
施
行
前
年
の
昭
和
15
年
、
本
市
の
人
口

は
、
国
勢
調
査
に
よ
る
と
3
万
5
8
9
0
人
で
、

国
勢
調
査
が
始
ま
っ
た
大
正
９
年
か
ら
20
年
間

で
約
2
・
7
倍
に
も
増
加
し
て
い
ま
し
た
。
以

降
も
、
狭
い
市
域
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
心
市
街

地
の
過
密
化
が
進
行
し
、
新
た
な
住
宅
地
の
開

発
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
東
玉
川

で
、
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
北
浜
で
土
地
区
画

整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
40
年
代
に
は
西

部
丘
陵
地
で
新
玉
川
や
大
日
向
な
ど
に
団
地
が

開
発
さ
れ
、
新
浜
町
を
は
じ
め
と
す
る
市
営
住

宅
の
建
設
も
相
次
い
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
以
降
は
、
楓
町
（
藤
倉
邸
宅

地
）
や
松
陽
台
、
青
葉
ヶ
丘
な
ど
の
眺
望
に
優

れ
た
住
宅
団
地
が
次
々
と
誕
生
し
、
市
外
か
ら

の
人
口
流
入
が
進
み
ま
し
た
。

　

人
口
増
加
と
市
街
地
拡
大
に
伴
い
、
小
学
校

の
数
も
増
え
て
い
き
ま
す
。
昭
和
32
年
当
時
、

市
内
の
小
学
校
数
は
浦
戸
地
区
２
校
を
含
め
て

５
校
で
し
た
が
、
第
一
小
学
校
の
在
籍
児
童
は

約
2
8
0
0
人
で
、
県
内
有
数
の
規
模
で
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
昭
和
32
年
、
月
見
ヶ
丘
に
建
設

し
て
い
た
一
棟
を
暫
定
的
に
第
一
小
学
校
の
分

校
と
し
、
付
近
の
児
童
が
通
学
を
始
め
ま
し
た
。

翌
年
に
は
全
面
的
に
校
舎
が
完
成
し
、
月
見
ヶ

丘
小
学
校
が
独
立
開
校
し
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
以
降
、
新
興
住
宅
地
へ
の
小
学
校

設
置
の
要
望
が
高
ま
り
、
昭
和
52
年
に
杉
の
入

小
学
校
と
玉
川
小
学
校
が
開
校
し
、
小
学
校
数

は
８
校
に
な
り
ま
し
た
。

市約校翌丘設小

塩
竈
の
歩
み

塩
竈
の
歩
み

塩
竈
市
市
制
施
行
80
周
年
記
念
シ
リ
ー
ズ
⑦

塩
竈
市
市
制
施
行
80
周
年
記
念
シ
リ
ー
ズ
⑦

▲昭和50年ごろの杉の入周辺（国道45号線）
◀現在

　

「
人
生
は
、
山
あ
り
谷
あ
り
。
」

と
言
う
け
れ
ど…

私
自
身
、
53
年
の

人
生
を
振
り
返
っ
て
も
、
ま
あ
色
々

あ
り
ま
し
た
。(

笑)

―

雲
外
蒼
天

　

こ
の
言
葉
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、

昨
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
、
県
外
の
学
生
さ
ん
に
、

支
援
パ
ッ
ク
を
送
ろ
う
と
決
め
た
と

き
で
す
。
あ
り
き
た
り
の
文
章
で
は
、

お
も
し
ろ
く
な
い
と
探
し
当
て
た
熟

語
で
す
。

　

「
困
難
や
障
害
の
先
に
は
、
明
る

い
未
来
が
あ
る
。―

暗
い
雲
の
向
こ

う
に
広
が
る
青
い
空―

」

　

ま
さ
に
、
先
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ

禍
で
の
厳
し
い
状
況
を
表
し
な
が
ら

も
、
夢
や
希
望
を
失
わ
ず
に
努
力
し

続
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
言
葉
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！

　

そ
の
想
い
を
強
く…

！

塩 市長

市長コラムム

広報しおがま2021年8月号 ❷


